








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注 巷 担当 月日 代王里決裁者

























機能ブロック 機 能 部門 機能ブロック 機 能
担
当
資材への依頼に関
●注文依頼入力,送信
賛
材
購
買
担
当
注文訂正処王里
●対象注番選択支援
●注文訂正依頼入力,送信 ●注文訂正通知書作成
する業務 ●事前調査用見積依頼入力,送信 ●決裁伺作成(決裁記事入力)
製
造
●事前調査用見積回答検索 ●自動発;主区分のマスタ登録
●注文訂正業務の進捗管理上
長
資材への依頼に関
する業務 ●上長承認
事前調査見積処理
●見積依頼表作成,送信
●見積入手の期限管理
●見積依頼部署への見積送信
●事前調査見積業務の進捗管理
資
木オ
購
貝
担
当
注文依頼の処理
●注文依頼の処理方法選択
●見積依頼作成,送信
●見積回収,フォローアップ
●決裁記事入力(決裁伺作成)
●注文依頼処理の進捗管理
●自動発注区分のマスタ登録 彗
貝
上
長
者
管
理
係
決裁処理
代理決裁
購買担当者の設定
進捗状況フォロー
●注文発行の決裁
●単価改訂の決裁
●見積依頼発行の承認
●注文訂正の決裁
●協定改訂依頼発行の承認
●協定改訂の決裁
●決裁処王里と同機能
●事前見積の担当設定
●注文依頼の担当設定
●注文依頼の部合計,係別,担当別進捗状況管理
単価改訂処理
協定単価改訂処理
●単価改訂対象取引先,対象図番の選択支援
●見積依振作成,送信
●見積書入手の期限管理
●決裁伺作成(決裁記事入力)
●自動発;主区分のマスタ登録
●単価改訂業務の進捗管理
●協定改訂対象取引先,対象図蕃の選択支援
●協定改訂依頼表の自動作成 ●注文訂正の部合計,係別,担当別進捗状況管理
●協定改訂依頼表回収,フォローアップ アップ ●協定改訂の部合計,係別,担当別進捗状況管理
●決裁伺作成(決裁記事入力)
●原価低減率,値下額の自動算出
●発注マスタの登毒景内容変更の同期化
●協定単価改訂業務の進捗管理
●事前見積の部合計,係札担当別進捗状況管理
(c)購買上長による担当の進捗状況把握
(4)処理対象伝票データを伝票No.などのキー入力なしで連
続に処理が可能である｡
(5)各伝票情報･処理経緯の自動ファイル化と随時検索を行
うことができる｡
4.4 導入効果
購買業務のフルオンライン制御およびVAN(企業間情報交
換サービス)との有機的な結合を図ることによる効果として,
(1)購買業務の効率化
(a)省力化:手入力,転記,仕分け,ファイリングの廃止,
検索のスピードアップ
(b)リードタイムの短縮:購買業務にかかわる事務工程完
了までの期間の短縮
(c)作業量･進捗状況の可視化による負荷把握と停滞防止
(2)購買業務の質の向上
(a)事務処理の標準化･精度向上
(b)データ改ざんなど不正利用の防止
(3)ペーパーレス(伝票･帳票廃止)に伴う通信コスト低減
が挙げられる｡
8 結 言
以上,現在日立製作所社内をモデルとして開発を進めてい
る捻合資材VAN"HITVAN''について,企業間情報交換サ
96
ービスと購買業務支援システムを中心に述べた｡
VAN(通信)とコンピュータの有機的結合による事務処理の
合理化および間接業務のオンライン制御は,米国企業間で広
まりつつあるEDI(ElectronicDataInterchange:電子データ
交換)を具体化した例であり,またCIMの重要な構成要素とな
り得るものと思われる｡
しかし,イメージ伝送,VANを用いたリアルタイムデータ
交換,他のア78リケーションサービスの開発など,今後の要
素技術の開発を待たねばならない課題も多い｡さらに,サー
ビス機能の拡充を目指してゆきたい｡
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